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　　　　　　の③膨8ご’，

　町政功労者表彰
産業経済部門

　　　黒木利夫さん

【農林技術賞】椎茸部門

　　　山床勝徳さん

【農林技術賞】養豚部門

高木洋征さん

ゴ　　　　ゴヨ　う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら　　ゴ　けヨ　　ニゴ　　　　きゴ　　み　　　　　　　　　　　ゴゴ

卓●囲碁大会の結果O
　l1月1日（土）に行われました囲碁

大会の結果は次のとおりです。

優勝佐藤勝美（6段）
　　　　日向市（前福瀬中野原在住）

準優勝　伊東重雄（3段）

　　　　宮崎市（本籍：鶴野内）

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈企画調整課情報推進係⑲3901まで〉
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　　　　　　纏搬8ご’り②

亟 り蹴）㊨
　11月1日（土）、2日（日）に、平成15年度牧水の里の秋祭り第21回東郷町産

業文化祭が道の駅とうこうで開催されました。

　天候が心配される中、イベント広場には、ふるさと市場や婦人会、商工会バ

ザー、各種企業、団体など多くのコーナーが設営され、各種作品展や農林産品展、

寒蘭展など大勢の来場者で賑わいました。また、特設ステージでは、歌謡ショ
ーや芸能披露など多彩な催しもので大盛会の内に幕を閉じました。

團号

旗
産
品
店
の
お
礼

　
本
年
も
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ

ー
で
開
催
し
た
農
林
産
品
展
に
は
、

；
一
九
名
の
生
産
者
の
方
か
ら
こ

の
1
年
丹
精
を
こ
め
て
作
っ
た
二
一

九
点
に
も
及
ぶ
良
質
な
生
産
物
等

を
出
展
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
出
展
物
の
審
査
に
は
、
普
及
セ

ン
タ
ー
及
び
農
協
の
担
当
者
に
ご

協
力
い
た
だ
き
、
入
賞
さ
れ
た
品

物
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
大
変
す

ば
ら
し
い
と
の
評
価
を
受
け
ま
し

た
。　

な
お
、
出
展
い
た
だ
き
ま
し
た

品
物
の
う
ち
、
寄
贈
い
た
だ
い
た

野
菜
等
の
売
上
げ
3
4
、
3
5
0
円

は
全
額
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

寄
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

』【舞一

眠

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈企画調整課情報推進係⑲3901まで〉



　　　　　　　鵜どうご’り④

黒細騰◎釧院画
　10月18日（土）黒木傳松歌碑建設委員会（委員長　矢野宝蔵氏）により牧水公園において、　「黒

木傳松歌碑」の除幕式が行われました。

　　黒木傳松は、日向市日知屋に生まれ、東郷町坪谷で育ちました。牧水の家と近かったこともあり、

若くして短歌に傾注し、牧水を慕って22歳の時上京「創作」の同人となり牧水に師事しました。以

　　　　　　　　　　　　　　　　　後歌ひと筋の人生を送りましたが、その間、関東大震災や戦

　　　　　　　　　　　　　　　　　災に遭遇する等、その生涯は順調ではなく、その中での作品

　　　　　　　　　　　　　　　　　は多くの人々に深い感動と夢を与えました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　この歌碑は、「野鍛冶」の歌人と愛され親しまれた黒木傳松

　　　　　　　　　　　　　　　　　を永らく顕彰するため町内外の有志の上達が賛同し建設され

　　　　　　　　　　　　　　　　　たものです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　歌碑には、数多い詠草の中から、　「故郷」を詠んだ歌「尾

　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴嶺の囲いまも変わらねば　見ており吾を生みし渓の秋」が

　　　　　　　　　　　　　　　　　刻まれています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　除幕式では、朗詠をする中、関係者の献酒が行われました。

短
歌
尾
鈴
短
歌
会

亡
骸
を
茶
毘
に
ふ
さ
む
と
せ
し

願
ひ
た
る
激
戦
の
彼
の
関
心
に
残
る

　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
園
男

夢
を
追
ふ
日
は
若
き
日
に
変
ら
ね
ど

志
し
な
か
ば
に
吾
は
老
い
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

あ
ま
た
の
憂
き
ら
め
く
空
に
火
星
あ
り

一
期
↓
会
の
宇
宙
を
思
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
忠
孝

老
い
ゆ
き
て
瞬
く
光
乏
し
く
も

灯
し
つ
づ
け
む
心
の
あ
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
映
一

全
て
は
過
ぎ
去
り
し
事
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に

答
え
る
嬬
顔
の
明
る
し

　
　
　
　
　
　
　
　
小
山
貞
代

蘭
精
辮
穆
難
顯

窮
灘
　
懲
．

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
ピ
サ

満
月
に
並
ぶ
火
星
を
仰
ぎ
つ
つ

息
子
の
語
る
嫁
の
く
せ
を
聞
く

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
鈴
子

油
燃
え
て
家
は
津
波
に
壊
さ
れ
し

十
勝
の
人
ら
の
四
面
楚
歌
思
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
岩
木
幸
美

街
に
住
む
娘
と
孫
は
朝
明
け
の

庭
に
目
覚
め
て
驚
き
を
言
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
岩
木
富
子

影
う
す
き
天
才
歌
人
の
歌
碑
な
り
て

黒
木
傳
松
の
名
の
蘇
る

　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
吉
市

東
西
の
文
明
合
流
す
る
地
点
遠
く

来
し
バ
ン
コ
ッ
ク
の
街
は
賑
は
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

引
き
揚
げ
し
人
ら
拓
き
し
谷
の
畑

井
戸
の
跡
残
る
戦
後
五
十
年

　
　
　
　
　
　
　
　
高
野
美
智
雄
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今
月
は
落
鹿
の
渡
邊
安
雄
さ
ん
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

○
現
況
と

　
ム
フ
後
の
経
営

　
現
在
は
ブ
ロ
イ
ラ

ー
の
専
業
経
営
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。

　
経
営
規
模
は
鶏
舎

四
、
五
棟
で
年
間
約

二
十
二
、
五
万
羽
の

ブ
ロ
イ
ラ
ー
生
産
を

行
な
っ
て
い
ま
す

　
今
後
に
つ
い
て
は
現
在
ニ
ッ

プ
ル
等
の
省
力
機
械
を
導
入
し

て
い
る
が
整
備
が
済
ん
だ
ら
五

棟
ま
で
増
や
し
て
経
営
の
安
定

を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

三…鑑…＿酋

○
農
業
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
専
任
職
員
の
；
円

　
今
月
は
落
鹿
の
渡
邊
安
雄
さ

ん
を
ブ
ロ
イ
ラ
ー
鶏
舎
に
訪
問

し
取
材
を
し
ま
し
た
。

　
渡
邊
安
雄
さ
ん
は
現
在
ブ
ロ
イ

ラ
ー
鶏
舎
四
、
五
棟
の
経
営
を

さ
て
い
ま
す
が
以
前
は
み
か
ん

経
営
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
昭

和
五
十
三
年
頃
の
大
寒
害
の
影

響
を
受
け
た
こ
と
も
あ
り
昭
和

五
十
八
年
十
月
差
現
在
の
鶏
舎

三
棟
を
建
設
し
ブ
ロ
イ
ラ
ー
経

営
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

平
成
十
一
年
に
吉
牟
田
の
鶏
舎
一
・

五
棟
を
借
用
さ
れ
て
経
営
規
模

の
拡
大
を
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

ブ
ロ
イ
ラ
ー
経
営
に
つ
い
て
伺

い
ま
し
た
と
こ
ろ
↓
時
外
国
か

ら
の
輸
入
等
に
よ
り
安
価
に
よ

り
苦
し
い
時
期
も
あ
っ
た
が
牛

口
蹄
疫
や
B
S
E
に
よ
り
鶏
肉

の
需
要
が
増
え
単
価
が
上
が
る

と
と
も
に
関
連
会
社
も
景
気
回

復
が
図
ら
れ
ブ
ロ
イ
ラ
ー
経
営

も
現
在
は
落
ち
着
い
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
。

　
ブ
ロ
イ
ラ
ー
の
管
理
技
術
に

つ
い
て
は
品
種
の
改
良
が
進
み

出
荷
の
早
進
化
が
計
ら
れ
年
間

5
回
の
出
荷
が
さ
れ
て
い
ま
す

‘

〆
｛♪ご・

　　　　　　　¢o，

が
そ
の
為
に
は
良
い
環
境
づ
く

り
で
病
気
を
出
さ
な
い
こ
と
（
良

い
ワ
ク
チ
ン
を
打
っ
て
い
る
が
）

と
夏
の
高
温
対
策
を
十
分
に
す

る
こ
と
が
大
切
と
の
こ
と
で
し
た
。

ま
た
、
飼
育
管
理
の
省
力
化
を

図
る
た
め
に
平
成
十
五
年
度
に

三
棟
リ
ッ
プ
ル
を
導
入
し
た
ら

管
理
が
非
常
に
楽
に
な
っ
た
。

残
り
一
・
五
棟
に
も
今
後
整
備

し
て
行
き
た
い
と
意
欲
が
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。

　
経
営
管
理
に
つ
い
て
は
税
理

士
に
委
託
し
て
青
色
申
告
を
行

な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
今
後
に
つ
て
は
ニ
ッ
プ
ル
の

整
備
で
給
餌
給
水
の
省
力
化
を

図
り
五
棟
に
拡
大
し
て
経
営
の

安
定
を
図
る
こ
と
と
息
子
さ
ん

が
奥
様
を
貰
い
後
を
継
い
で
欲

し
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

虐
蓄
渥
だ
透

　
H
月
計
子
牛
郡
共
進
会
が
開

催
さ
れ
、
本
町
か
ら
6
頭
出
品

し
て
い
ま
す
。

　
成
績
に
つ
い
て
は
次
の
と
お

り
で
す
。

東
臼
杵
郡
市
共
進
会

雌
子
牛
の
部

　
福
瀬
塩
月
秀
幸

　
も
も
は
な
号
　
　
　
　
壱
等
賞

　
迫
野
内
　
三
浦
豊

　
は
る
つ
る
の
6
号
　
　
壱
等
賞

　
迫
野
内
　
黒
木
ク
ニ
カ

　
く
ろ
き
7
3
号

　
羽
坂
　
福
永
マ
ス
ミ

　
か
つ
ふ
く
7
5
号

去
勢
の
部

　
迫
野
内
　
佐
藤
義
広

　
義
藤
号

団
体
成
績
　
7
位

参
等
賞

参
等
賞

弐
等
賞

旧
ル
澄
痂
雪
占
巾
ロ
堕
評
△
五

雌
子
牛
の
部

　
庭
田
　
黒
木
國
寛

　
あ
い
ひ
で
み
号
　
壱
等
賞
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東
郷
少
年
野
球
準
優
勝

　
H
月
1
日
・
2
日
に
南
郷
村
運

動
公
園
に
お
い
て
、
門
川
町
を
含

む
入
郷
地
区
少
年
野
球
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
東
郷
少
年
野
球
チ
ー
ム
は
、
3

年
生
以
上
の
1
5
名
の
メ
ン
バ
ー
で

結
成
さ
れ
、
1
、
2
回
戦
と
も
守
備

に
ね
ば
り
を
み
せ
、
諸
塚
球
友
、
神

門
少
年
野
球
チ
ー
ム
を
3
対
4
の

同
ス
コ
ア
ー
で
勝
ち
抜
き
ま
し
た
。

　
決
勝
戦
で
は
、
3
年
前
県
酷
1

の
門
川
友
愛
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
と
対

戦
し
ま
し
た
が
、
3
対
0
と
惜
し

く
も
敗
れ
、
準
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

グ9

高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

眩

O㌦

ｹ
～
麟
．

欝響

ｶ

難

　
1
0
月
2
8
日
（
火
）
東
郷
町
総
合

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、
第
2
5
回

高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
朝
の
内
は
、
肌
寒
さ
さ
え
感
じ

て
い
た
大
会
も
、
競
技
が
進
行
す

る
に
つ
れ
熱
気
と
な
り
、
町
内
の

保
育
園
児
、
幼
稚
園
児
と
と
も
に

た
る
転
が
し
、
お
じ
や
み
入
れ
に

元
気
よ
く
参
加
し
大
会
を
盛
り
上

げ
て
い
ま
し
た
。

第
4
回
わ
い
わ
い
市
場

　　　“襲懇
三
三

　
1
0
月
2
6
日
（
日
）
　
「
道
の
駅
と

う
こ
う
」
イ
ベ
ン
ト
広
場
に
お
い

て
、
第
4
回
わ
い
わ
い
市
場
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
市
場
は
、
春
と
秋
に
行
わ

れ
て
い
る
も
の
で
、
着
ら
れ
な
く

な
っ
た
衣
類
、
使
わ
な
く
な
っ
た

お
も
ち
ゃ
、
花
や
野
菜
な
ど
た
く

さ
ん
の
品
々
が
並
べ
ら
れ
、
ブ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
方
式
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
日
曜
日
と
も
あ
っ
て
大
勢
の
人

で
賑
わ
い
、
値
段
の
交
渉
を
し
な

が
ら
買
い
物
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
　
1
1
月
1
2
日
（
水
）
第
6
回
秋
季
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
町
総
合

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
大
会
に
、
各
地
区
か
ら

1
2
6
名
の
参
加
が
あ
り
、
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
　
勝

準
優
勝

109876543

位位位位位位位位

橋
口
琢
美
（
寺
　
迫
）

木
村
平
心
（
迫
野
内
）

黒
木
和
江
（
鶴
野
内
）

山
本
　
明
（
寺
　
迫
）

那
須
岬
子
（
坪
　
谷
）

海
野
清
房
（
寺
　
迫
）

福
谷
澄
子
（
鶴
野
内
）

赤
松
義
秋
（
寺
　
迫
）

小
林
ミ
チ
子
（
小
野
田
）

田
代
富
子
（
寺
　
迫
）

平
威
1
5
年

緑
の
募
金

　
皆
様
方
の
ご
協
力
に
よ
り
、

平
成
1
5
年
東
郷
町
緑
の
募
金
が

3
2
5
、
2
2
6
円
に
な
り
ま

し
た
。

　
こ
の
緑
の
募
金
は
主
に
森
林

の
整
備
を
は
じ
め
、
み
ど
り
の

少
年
団
の
育
成
な
ど
大
切
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

顎綾
8

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈企画調整課情報推進係⑲3901まで〉

嚢　　

@
臥

　
　
り

3
1
7
1

12

獅
ﾌ
璽
圏
擶
蕊

D
V
D
上
映
会

☆
6
日
（
土
）
1
3
時
3
0
分
～

　
キ
テ
ィ
と
ダ
ニ
エ
ル
の
す
て

　
き
な
ク
リ
ス
マ
ス
　
他
2
本

☆
1
3
日
（
土
）
1
3
時
3
0
分
～

　
ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
の
き
え
た
サ

　
ン
タ
さ
ん
の
帽
子
　
他
2
本

☆
2
0
日
（
土
）
1
3
時
3
0
分
～

　
ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
の
は
じ
め
て

　
の
ク
リ
ス
マ
ス
　
他
3
本

さ
く
ら
館
の
休
館
日

E
月
1
日
・
8
日
・
播
日
・
2
2
日
・

23

冝
E
2
9
日
・
3
0
日
。
3
1
日

　　る⑦”聾弓こ“り

難

轟蓬馨雲

F

「
般
図
書

・
や
さ
し
い
男
　
　
北
原
亜
以
子

　
情
け
ね
え
か
ら
酒
を
飲
む
。

ど
う
せ
女
房
に
や
わ
か
ら
ね
え
、

こ
の
年
齢
で
仕
事
を
探
す
の
が

ど
れ
だ
け
つ
ら
い
こ
と
か
…
。

切
な
い
お
江
戸
の
庶
民
の
毎
日
。

慶
次
郎
シ
リ
ー
ズ
第
7
弾
。

・
海
賊
船
幽
霊
丸
　
　
笹
沢
佐
保

　
慶
長
1
4
年
、
新
造
軍
船
を
発

見
し
た
湯
野
新
八
郎
は
、
来
島

海
賊
衆
を
呼
び
集
め
未
知
の
大

海
原
へ
乗
り
出
す
が
…
。
未
完

の
傑
作
時
代
小
説
が
森
村
誠
一

の
友
情
補
筆
で
い
ま
甦
る
。

・
鴉
婆
　
　
　
　
澤
田
ふ
じ
子

　
阿
倍
晴
明
を
家
祖
と
す
る
土

御
門
家
の
触
頭
・
笠
松
平
九
郎
が
、

京
都
市
中
で
起
こ
る
様
々
な
事

件
に
遭
遇
す
る
。
心
の
闇
に
光

を
当
て
る
シ
リ
ー
ズ
第
2
弾
。

・
ア
ノ
ニ
マ
ス
　
　
　
野
崎
六
助

　
小
説
教
室
講
師
・
覗
木
毒
助

は
生
徒
た
ち
に
生
き
残
り
を
賭

け
た
「
作
者
不
詳
（
ア
ノ
ニ
マ
ス
）
」

ゲ
ー
ム
を
仕
掛
け
、
生
徒
た
ち

は
噂
で
覗
木
に
ゆ
さ
ぶ
り
を
か
け
、

黒
い
影
が
周
囲
を
う
ろ
つ
く
。

生
き
残
る
の
は
講
師
か
生
徒
か
。

輪
廻
す
る
怪
奇
幻
想
ミ
ス
テ
リ
ー
。

・
塁
壁

・
総
統
の
子
ら

・
仇
花

・
絵
旦
ハ
屋
の
女
房

・
霊
山

・
オ
レ
ン
ジ
ガ
ー
ル

堂
場
二
一

皆
川
博
子

諸
田
玲
子

丸
谷
才
一

高
行
　
健

ヨ
ー
ス
タ
イ
ン
・
ゴ
ル
デ
ル

そ
の
他

・
十
津
川
警
部
捜
査
行

　
　
　
　
　
　
　
　
西
村
京
太
郎

・
J
R
周
遊
殺
人
事
件

　
　
　
　
　
　
　
西
村
京
太
郎

・
無
名
　
　
　
　
　
沢
木
耕
太
郎

・
げ
ん
き
で
す
か
？

　
　
　
　
　
　
　
　
田
村
み
え

．
a
n
e
9
0
　
　
　
林
真
理
子

・
炎
の
条
件
　
　
　
　
森
村
誠
一

・
ナ
ポ
リ
魔
の
風

　
　
　
　
　
　
　
高
橋
の
ぶ
子

・
箱
崎
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
藤
沢
　
周

・
ユ
ニ
ッ
ト
　
　
　
　
佐
々
木
譲

・
探
偵
大
杉
栄
の
正
月

　
　
　
　
　
　
　
　
典
厩
五
郎

児
童
図
書

・
ア
フ
リ
カ
な
い
し
ょ
だ
け
ど

　
ほ
ん
と
だ
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
下
文
子

（
小
学
校
初
・
中
学
年
対
象
）

・
救
出
　
　
　
　
木
暮
正
夫

（
小
学
校
上
学
年
対
象
）

・
き
み
の
味
方
だ
！
子
ど
も
の

権
利
条
約
1

　
（
小
学
校
中
・
上
学
年
対
象
）

第
4
9
回
青
少
年
読
書
感
想
文
全

国
コ
ン
ク
ー
ル
指
定
図
書

小
学
校
低
学
年
の
部

・
い
の
ち
は
見
え
る
よ
（
絵
本
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
及
川
和
男

小
学
校
中
学
年
の
部

・
ド
ン
グ
リ
山
の
や
ま
ん
ば
あ
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
安
陽
子

・
そ
し
て
、
か
え
る
は
と
ぶ
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
瀬
寿
子

・
ダ
ン
ゴ
ム
シ
　
　
　
今
森
光
彦

小
学
校
高
学
年
の
部

・
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
実
る
こ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
ド
ロ
シ
i
・
ロ
ー
ズ

・
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
桜
の
木

　
　
ア
ン
ジ
ェ
ラ
・
ナ
ネ
ッ
テ
ィ

・
ハ
ン
ナ
の
か
ば
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
カ
レ
ン
・
レ
ビ
ン

中
学
校
の
部

・
水
底
の
棺
　
　
中
川
な
を
み

・
ド
ッ
グ
・
シ
ェ
ル
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
西
調
子

高
等
学
校
の
部

・
エ
ミ
リ
ー
へ
の
手
紙

　
　
　
　
　
　
キ
ャ
ム
ロ
ン
・
ラ
イ
ト

・
難
民
少
年

　
　
　
　
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
ゼ
フ
ァ
ニ
ア

・
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
島
弘
美

第
1
5
回
読
書
感
想
画
巾
央
コ
ン

ク
ー
ル
指
定
図
書

小
学
校
低
学
年
の
部
（
1
・
2
・
3
年
）

・
お
へ
そ
の
カ
ニ
く
ん

　
　
　
　
　
　
　
柴
田
佐
和
子

・
お
ま
え
う
ま
そ
う
だ
な
（
絵
本
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
西
達
也

・
い
ろ
い
ろ
こ
ね
こ
（
絵
本
）

　
　
　
　
　
　
ア
リ
ス
・
プ
ロ
ベ
ン
セ
ン

小
学
校
高
学
年
の
部
（
4
・
5
・
6
年
）

・
冥
界
伝
説
・
た
か
む
ら
の
井
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
た
つ
み
や
章

・
サ
ボ
テ
ン
島
の
ペ
ン
ギ
ン
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
端
裕
人

・
雪
に
き
え
た
足
あ
と

　
　
　
　
ル
ー
シ
ー
・
J
．
ブ
レ
ド
ソ
i

中
学
校
・
高
等
学
校
の
部

・
ス
ト
リ
ー
ト
チ
ル
ド
レ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
藤
律
子

・
自
然
と
つ
き
あ
う
　
篠
原
徹

・
福
祉
の
こ
こ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
一
番
ヶ
瀬
康
子

え
ほ
ん

・
な
つ
の
ゆ
き
だ
る
ま

　
　
　
　
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
プ
ロ
イ
・
グ
レ
ア
ム

・
ヌ
ー
ド
ル

　
　
　
　
ル
ド
ウ
ィ
ッ
ヒ
・
ベ
ー
メ
ル
マ
ン
ス

・
み
っ
つ
の
ね
が
い
ご
と

　
　
　
　
　
　
マ
ー
ゴ
ッ
ト
・
ツ
ェ
マ
ッ
ク

・
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
カ

　
　
　
　
　
　
ス
テ
フ
ァ
ニ
ー
・
ブ
レ
イ
ク

・
い
ぬ
の
お
ば
け
　
　
長
新
太

・
ね
ず
み
く
ん
の
ク
リ
ス
マ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
野
紀
子

・
ゆ
き
の
ひ
の
ス
テ
ラ

　
　
　
　
　
メ
ア
リ
ー
1
ー
ル
イ
ー
ズ
・
ゲ
イ

※
他
に
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈企画調整課情報推進係⑲3901まで〉



　　　　　　　コ⑨膨8ごり

一るんん一ん
　も（（　　（
　の東寺　東
　　小小　　小
　　44　　3
　　隻釜　生

戴藩鍵購藤1磯曲蝶懇
　　　　　　　　ん一関タんんんん

（
福
小
5
年
）

（
東
小
3
年
）

（
東
中
2
年
）

（
東
中
3
年
）

1
入
賞
者

す
る
も
の

（
東
中
－
年
）

ん
（
寺
小
一
年
）

ち
ゃ
ん
と
自
分
で

・
百
年
た
っ
て
も

よ
う

さ
ん
（
坪
中
一
年
）

入
選
者

…
短
歌
及
び

夕
－
入
賞
者

楓
の
健
康
短
歌
及
び
ボ
ス

、
町
内
小
・
中
学
校
よ
り

6
作
品
、
ポ
ス
タ
ー
1
2

応
募
が
あ
り
ま
し
た
が
、

次
の
と
お
り
入
賞
者
が

点
し
た
。
審
査
は
、
短
歌

歌
会
の
本
多
茂
雄
氏
に
、

・
を
宮
崎
市
在
住
の
画
家

〃
氏
に
依
頼
し
て
行
い
ま

福
田
依
代
さ
ん
（
東
中
3
年
）

【
優
秀
賞
】

矢
野
菜
月
さ
ん
（
坪
中
－
年
）

【
入
　
　
賞
】

前
田
裕
司
さ
ん
（
東
中
－
年
）

菊
池
優
帆
さ
ん
（
東
小
4
年
）

休
養
・
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
す

る
こ
と

【
最
優
秀
賞
】

三
浦
俊
希
さ
ん
（
東
小
4
年
）

【
優
秀
賞
】

稲
田
美
和
さ
ん
（
坪
中
2
年
）

【
入
　
　
賞
】

橋
口
貴
之
さ
ん
（
寺
小
4
年
）

草
留
由
衣
さ
ん
（
東
中
1
年
）

体
力
増
進
に
関
す
る
も
の

【
最
優
秀
賞
】

古
賀
祐
貴
さ
ん
（
東
小
1
年
）

【
優
秀
賞
】

稲
田
幹
人
さ
ん
（
坪
小
3
年
）

【
入
　
　
賞
】

高
山
舞
子
さ
ん
（
東
小
1
年
）

田
中
か
お
り
さ
ん
（
東
中
3
年
）

ア
ル
コ
ー
ル
に
関
す
る
も
の

【
最
優
秀
賞
】

斧
俊
吾
さ
ん
（
東
小
2
年
）

【
優
秀
賞
】

山
元
大
志
さ
ん
（
坪
中
1
年
）

【
入
　
　
賞
】

斧
　
優
志
さ
ん
（
東
小
4
年
）

矢
野
晴
紀
さ
ん
（
坪
中
3
年
）

栄
養
・
食
生
活
に
関
す
る
こ
と

【
最
優
秀
賞
】

菊
池
甲
南
帆
さ
ん
（
東
小
6
年
）

【
優
秀
賞
】

三
浦
由
実
さ
ん
（
坪
中
2
年
）

【
入
　
　
賞
】

高
山
　
元
さ
ん
（
東
小
2
年
）

舛
田
知
恵
さ
ん
（
東
小
1
年
）

　　“来てん来てん、話そや会”

1　　　　～糖尿病教室～
i
　　日本人の糖尿病患者数は690万人、予備軍も合わ

　せると1390万人に上ります。これは成人の7人にl

I人に当ります。東郷町でも、外来の受診件数を多
　い順にみると、1位「高血圧」2位が「糖尿病」と

　なっています。

1　そこで、下記日程で教室を開催します。糖尿病

iのコントロールは難しいと思っている方、興味の
　ある方、1回でも参加してみようと思う方、気軽

　にご連絡ください。あなたにあった方法を一緒に
1見つけましょう！

i　　　　　　　　　　記1

　期　日　12月4日，18日（1月に2回予定）

　時　間　午後1：30～3：30

　場所さくら館（和室）

　　【連絡・申込先】

　　住民課　国保係　担当：荒戸（69－3902）

　　東郷病院　　　栄養士：三原

1人当り医療費（平成15年3月～平成15年6月）

搬堰 単項腰 老健i遷 合計i腰

東郷町
　　　1
X0．13112

@　　1

　　　1
P13．947・16

@　　：

　　　1
Q53．22716

@　　：

　　　l
P46．86211

@　　1

市町村

ｽ均
69，507 113，335 240，873 122，959

1インフルエンザの予防接種を受けましよう

　　　　　　　（おしらせ）

　　インフルエンザは、毎年冬季に流行を繰り返．

　す我が国最大の感染症です。普通のかぜとは異

　なり、全身症状が強いのが特徴で、肺炎などをi

、合併し、重症化することもあります。特に、小！

　さなお子さんやお年寄りは、症状が重くなりや

　すいので心配です。また、今冬はインフルエン．
1ザと区別しにくい新型肺炎SARSの再燃が懸念さ1

　れます。インフルエンザの予防は、流行前に予…

1防接種を受けることが基本です。早い時期に予．
防樋を受けましょう。なお、　　　旨

脳髄雛急死農是・憲瀟’E
　が1，000円の自己負担で受　　　。。　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　り　り

健■瞳んがシリ潮脚⑭

ど息〔感薙

寺
迫
町
3
年
　
長
野
茂
く
ん

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈企画調整課情報推進係⑲3901まで〉

　　　　　　　鵜8こ”り⑧

『快適で生きがいのある町づくり』のためのアンケート結果hb4【休養】

●いつもぐっすり眠れますか

どちらとも

いえない
27．0％

いいえ

17。6％

　はい

55．4％

約55％方はぐρすり眠れるようですが、それ以

外の方はぐっすり眠れないようです。また性別

でみると女性より男性のほうがぐっすり眠れな

いようです。

●何か気になって眠れないことがありますか

どちらとも

いえない
46．8％

はい

望7．1％

いいえ

36．1％

はいとどちらともいえないを合わせると6割強

の方が何か気になり眠れないようです。

漏
健
彪
よ
り

や
す
b
ぎ
館

費
6
♀
3
3
6
7

●年代別に朝、目覚めが悪い人の割合をみてみましよう

40．0％

30．0％

20．0％

10，0％

0．0％

37．4％

霧擁 @34．0％

≧3・4％

162％
12．3％

8．5％　　8．3％

　　ミ．　　　鑛霧
20代　30代40代　50代60代70代　80代

年を重ねるにしたがって目覚めがよくなるようです。

胴鵬騨1
橋ロ　画くん（男）

●疲れを翌日まで持ち越すことはありますか

ほとんどない

24，8％

よくある

璽5．2％

ときどきある

　60．0％

約1／4の方は翌日まで疲れが残ることはない
ようですが、それ以外の3／4の方は翌日まで

疲れが残るようです。

12月の行事予定表

11月19生まれ

（寺子　山ノロ）

父　貴志さん

母　ユミさん

強くたくましく

育ってね

1評

’9　　　　　9

署

那須真宙ち，ん（女）

11月28生まれ

（仲深　下仲瀬）

父　隆志さん

母　三保子さん

みんなに好かれる

優しい女の子になってね

期　　日　　　　場　　　所　　　　受付時間
育児サークル（ちびちびCLUB）

2日（火）
10：00～12：00

16日（火）
やす　ら　ぎ館

1歳6か月児健康診査
17日（水）　　　やすらぎ館　　13：30～14：00

2歳6か月児健康診査
17日（水）　　　やすらぎ館　　　14：00～14：30

地区巡回健康相談
3日（水） 大工野集落センター 9：30～10：00

鶴野内コミュニティセンター 13：30～14：00

5日（金） 迫の　内　公民館 9：30～10：00

鹿　瀬　集　会　所 13：30～14：00

9日（火） 東上コミュニティセンター 9：30～10：00

正0日（水） 地　内　集　会　所 9：30～10：00

八重原高齢者プラザ 13：30～14：00

12日（金） 稲　葉野集会所 9：30～10：00

田　野　公　民　館 13：30～14：00

15日（月） 硯　野　集　会　所 9：30～10：00

羽坂生活改善センター 13：30～14：00

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈企画調整課情報推進係⑲3901まで〉



伽讐弓こう⑩

　　　　　　　　「固定資産税」についてのおしらせ

　町税務課では毎年10月から翌年1月にかけて、次年度以降の固定資産税課税算出に当っての新築家屋等の評価（家

屋調査）を実施しています。今年も該当家屋の大半の調査を終えたところです。

調査にご理解とご協力いただいた家主さん、関係者の方にお礼を申し上げます。

　さて、この時期から新年度初め（納税通知書交付時期）にかけて固定資産税についての問合せが多くなってきます。

そこで今回は土地・家屋に関して質問の多い事項をQ＆Aでご紹介します。

，
血
就

鷹
．

Q　新築住宅の税額は減額されると聞いたっちゃけど…？

1諜鎌継羅鍛蟻黙　能
　　　　　　．（2）減額期間…新築後3年度分（一般の住宅の場合）

［注意］減額の適用を受けるのは、新築後3年度分ですから、4年度目からは2分の1減額措置はなくなり、税額

　　　　が高くなることになります。

Q　家屋を取り壊したっちゃけど、その届は…？
A　家屋を取り壊した場合は、「家屋滅失届」をしてください。届出は税務課で常時受付しています。届けがされますと

　　係が後日滅失家屋の現地確認を行います。

　　　なお、家屋の一部取り壊しや増築された場合にも届けを行ってください。

［注意】届けがされませんとその家屋に係る固定資産税が毎年かかっていくこともありますので届けば早めに行ってください。

土地や家屋を売却したっちゃけど、なぜ税金がかかると…？
賦課期日（毎年1月1日）現在において登記簿又は課税台帳に所有者として登記又は登録されている人に課税され

ますから、売却しても所有権移転登記をしないとあなたに税金がかかることになります。

ご質問のケースは年末に売買された場合に多く発生しているようです。

　なお、トラブル防止のため、買主や売主が固定資産税をどの程度負担するかを売買契約等に明記されるケース

もあるようです。

ご・税についてのお問合せは…尋・詮積こ・、．‘・捜二・ 費民　　　1；．・ll

Q
A

平
成
1
5
年
度
税
制
改
正
に
つ
い
て

消
費
税

　
中
小
企
業
に
対
す
る
特
例
措

置
の
見
直
し

　
事
業
者
免
税
点
制
度
の
適
用

上
限
が
現
行
の
課
税
売
上
高
三

一
千
万
円
か
ら
↓
千
万
円
に
引
き

下
げ
ら
れ
ま
す
。

　
簡
易
課
税
制
度
の
上
限
が
現

行
の
課
税
売
上
高
二
億
円
か
ら

五
千
万
円
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

　
（
注
）
平
成
1
6
年
4
月
1
日
以

後
に
開
始
す
る
課
税
期
間
に
つ

い
て
適
用
さ
れ
ま
す
。

○
申
告
納
付
制
度
の
見

　
直
し

　
直
前
の
課
税
期
間
の
年
税
額

が
四
千
八
百
万
円
（
地
方
消
費

税
込
み
六
千
万
円
）
を
超
え
る

事
業
者
は
、
中
間
申
告
納
付
を

毎
月
（
現
行
3
か
月
ご
と
）
行

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
（
注
）
平
成
1
6
年
4
月
－
日
以

後
に
開
始
す
る
課
税
期
間
に
つ

．
い
て
適
用
さ
れ
ま
す
。

○
消
費
税
を
含
め
た
総

　
額
表
示
の
義
務
付
け

　
課
税
事
業
者
が
消
費
者
に
対
一

し
て
、
値
札
や
チ
ラ
シ
あ
る
い
　

は
カ
タ
ロ
グ
な
ど
に
よ
っ
て
商

品
等
の
価
格
を
あ
ら
か
じ
め
表
．

示
す
る
場
合
に
は
、
消
費
税
額
（
地

方
消
費
税
額
を
含
む
）
を
含
め

た
支
払
総
額
の
表
示
が
義
務
付
…

け
ら
れ
ま
す
。

　
な
お
、
併
せ
て
税
額
や
税
抜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

価
格
を
表
示
す
る
こ
と
は
差
し

支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

（
注
）
平
成
1
6
年
4
月
1
日
か

ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
消
費
税
に
つ
い
て
お
分
か
り

に
な
ら
な
い
点
や
詳
し
く
お
知

り
に
な
り
た
い
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
最
寄
の
税
務
署
や
税

務
相
談
室
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

【
延
岡
税
務
署
】

T
E
L
O
9
8
2
i
3
2
1
3
3
0
1

【
税
務
相
談
室
　
宮
崎
分
室
】

　
T
E
L
O
9
8
2
1
3
2
1
5
0
6
2

（
宮
崎
分
室
の
転
送
電
話
で
す
。

転
送
先
ま
で
の
電
話
料
金
は
税

務
署
が
負
担
し
ま
す
。
）

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈企画調整課情報推進係⑲3901まで〉

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
と
ラ
ジ

オ
で
授
業
を
行
う
、
国
が
設

置
し
た
正
規
の
大
学
で
す

　　　　　　　　　⑪膨8ご’り

放
送
大
学
（
教
養
学
部
）
平
成

16

N
度
第
1
学
期
学
生
募
集

募
集
期
間
　
平
成
1
5
年
1
2
月
1
5

日
（
月
）
～
平
成
1
6
年
2
月
2
9
日
（
日
）

募
集
学
生
　
全
科
履
修
生
（
卒
業

を
目
指
す
学
生
）

選
科
履
修
生
（
1
年
間
在
学
す
る
学
生
）

科
目
履
修
生
（
半
年
間
在
学
す
る

学
生
）

◆
満
1
8
歳
以
上
で
大
学
入
学
資
格

　
を
お
持
ち
の
方
は
全
科
履
修
生

　
に
、
満
1
5
歳
以
上
で
あ
れ
ば
誰

　
で
も
選
科
・
科
目
履
修
生
と
し

　
て
入
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
入
学
試
験
が
な
く
、
自
宅
で
大

　
学
の
授
業
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

◆
宮
崎
市
教
育
情
報
研
修
セ
ン
タ

　
一
に
宮
崎
市
分
室
が
あ
り
、

　
一
部
の
科
目
に
つ
い
て
、
番
組
再

　
視
聴
で
き
ま
す
。

　
（
詳
し
く
は
本
セ
ン
タ
ー
に
お

　
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
）

入
学
で
き
ま
す
。
入
学
試
験
は
あ

り
ま
せ
ん
。

・
1
科
目
か
ら
で
も
学
べ
ま
す
。

・
1
種
免
許
状
取
得
後
3
年
以
上

の
教
職
経
験
を
有
す
る
方
の
専
修

免
許
状
取
得
に
利
用
で
き
ま
す
。

※
「
修
士
（
学
術
）
」
の
学
位
の
取
得

　
を
目
指
す
修
士
全
科
生
の
募
集

　
は
終
了
し
て
い
ま
す
。

【
資
料
請
求
・
問
合
わ
せ
先
】

放
送
大
学
宮
崎
学
習
セ
ン
タ
ー

〒
8
8
3
－
8
5
1
0
　
日
向
市
本
町
1
1
1
1
1

T
E
L
（
0
9
8
2
）
5
3
1
1
8
9
3

F
A
X
（
0
9
8
2
）
5
3
1
1
8
9
8

（
月
・
祝
日
休
）

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
暮
で
　
／

／
≦
≦
≦
ヒ
ー
葺
聾
6
旨
／
h
P
願
書

請
求
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
（
0
1
2
0
）

8
6
4
1
6
0
0

平
成
1
6
年
度
宮
崎
県
立

農
業
大
学
校
学
生
募
集

○
一
般
入
学
者
の
募
集

・
受
験
資
格
　
高
等
学
校
を
卒

　
業
し
た
者
及
び
平
成
1
6
年
3
月

　
卒
業
見
込
み
の
者
他

・
募
集
人
員
①
農
産
学
科
1
5
人

　
　
　
　
　
②
園
芸
学
科
2
5
人
．

　
　
　
　
　
③
畜
産
学
科
2
5
人

　
　
　
　
　
　
（
修
業
年
限
2
年
）

・
受
験
手
続
　
出
願
書
類
　
入

　
学
願
書
．
高
等
学
校
の
調
査
書
．

　
健
康
診
断
書
他

・
願
書
受
付
期
間
　
平
成
1
5
年

　
1
2
月
1
日
～
1
2
月
1
2
日

・
試
験
期
日
　
平
成
1
6
年
1
月
1
9
日

・
試
験
場
所
　
宮
崎
県
立
農
業
大
学
校

※
受
験
手
続
等
詳
し
く
は
宮
崎
県

　
立
農
業
大
学
校
教
務
（
T
E
L

　
O
9
8
3
1
2
3
1
0
1
2
0
）

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

大
学
院
　
修
士
科
目
生

平
成
1
6
年
度
第
1
学
生
募
集

募
集
期
間
　
平
成
1
5
年
1
2
月
1
5

日
（
月
）
～
平
成
1
6
年
2
月
2
9
日

半
年
間
在
学
し
、
自
分
の
学
習
・

研
究
し
た
い
科
目
を
選
択
し
、
履

修
す
る
学
生

・
1
8
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、
誰
で
も

　
国
民
年
金
を
う
け
る
に
は
6
0
歳

ま
で
に
最
低
で
も
2
5
年
間
の
加
入

期
間
が
必
要
で
す
。

　
国
民
年
金
は
6
0
歳
ま
で
に
2
5
年

間
以
上
加
入
し
て
保
険
料
を
納
め

な
い
と
、
将
来
年
金
を
う
け
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
期
間
に
は

厚
生
年
金
や
各
種
共
済
組
合
な

ど
職
場
の
年
金
に
加
入
し
て
い
た

期
間
も
含
ま
れ
ま
す
。

　
所
得
が
少
な
い
、
失
業
な
ど
で

収
入
が
な
く
ど
う
し
て
も
納
め
る

こ
と
が
で
き
な
い
な
ど
の
特
別
な
理

由
が
あ
る
場
合
は
免
除
制
度
（
全

額
免
除
・
半
額
免
除
）
が
あ
り
ま
す
。

免
除
期
間
は
基
礎
年
金
を
受
け
る

た
め
の
資
格
期
間
に
な
り
ま
す
が
、

年
金
額
に
つ
い
て
は
、
全
額
免
除
さ

れ
た
期
間
分
は
3
分
の
一
、
半
額
納

付
（
半
額
免
除
）
さ
れ
た
期
間
分
は

3
分
の
2
と
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

　
申
請
の
手
続
き
は
印
鑑
、
失
業

さ
れ
て
い
る
方
は
離
職
の
分
か
る

書
類
な
ど
が
必
要
で
す
。

＊
何
か
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
住
民
課
住
民
年
金
係
（
麿
6
9

－
3
9
0
2
）
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

う
な
ぎ
稚
魚
の
特
別
採

捕
に
つ
い
て
の
お
し
ら
せ

　
平
成
1
5
年
H
月
2
0
日
か
ら
平
成
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N
3
月
5
日
目
で
、
県
内
各
河

川
に
お
い
て
、
増
・
養
殖
用
種
苗
を

確
保
す
る
た
め
、
う
な
ぎ
稚
魚
（
し

ら
す
う
な
ぎ
）
の
特
別
採
捕
が
お

こ
な
わ
れ
ま
す
。

　
採
捕
に
は
、
知
事
の
許
可
が
必

要
で
あ
り
、
許
可
を
受
け
ず
に
、

採
捕
し
た
場
合
は
処
罰
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
「
う
な
ぎ
稚
魚
の
取
扱
に

関
す
る
条
例
」
に
基
づ
く
登
録
を

受
け
ず
に
、
全
長
2
5
㎝
以
下
の
大

き
さ
の
う
な
ぎ
稚
魚
を
売
買
・
所

持
等
し
た
場
合
に
も
処
罰
さ
れ
ま

す
の
で
御
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
せ
先
　
宮
崎
県
農
政
水
産

三
三
政
課
漁
業
調
整
係

　
一
T
8
8
0
1
8
5
0
1

　
宮
崎
市
橘
通
東
2
－
1
0
1
1

　
T
E
L
O
9
8
5
1
2
6
－
7
1
4
6

亀
錘
露
今
月
の
納
税
等
・
璽
蓼

晦
諜
諜
．
蝿

1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌦

番
詣

　
忌
明
け
と
し
て
、
次
の
方
か
ら

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉

の
た
め
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
（
H

月
9
日
ま
で
に
受
付
し
た
分
）

◎
小
野
田
の
小
山
幸
男
さ
ん
よ
り

　
（
鎮
子
さ
ん
逝
去
）

◎
大
阪
の
中
川
ケ
イ
子
さ
ん
よ
り

　
（
宗
石
大
八
郎
さ
ん
逝
去
）

◎
鶴
野
内
の
甲
斐
敏
治
さ
ん
よ
り

　
（
三
原
薫
さ
ん
逝
去
）

般
　
寄
　
付

一
般
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
牧
水
の
里
の
秋
祭
り
第
2
1

回
東
郷
町
産
業
文
化
祭
で
の
農
林

産
品
展
売
上
げ
金
を
一
般
寄
付
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
．
＝

●

（
1
0
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
と
う

赤
ち
ゃ
ん
の
氏
名
保
護
者

田
辺
界
人
穂
積
福

結
婚
お
幸
せ
に

＿1＿ 一 一 一西寺 寺山 志田 寺川 尾矢 氏
野
原
真
由
孝

原
床
芙
紀
弘

大

田
村
奈
並
厚

原口

ｽ健

崎野

名

美徳 子樹 子二 子悟 愛誠

日 小 坪 下 門 八 小 迫 延 坪 住
向 野 渡 川 重 野 野 岡
市 田 谷 川町 原 田 内 市 谷 所

荒

竹

シ

ヅ

子

小

山

鎮

子

甲」直

斐野

馬邦

治嗣

氏

名

死
亡

冥
福

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

年
齢
主
所

71

ﾎ
福
瀬

93

ﾎ
小
野
田

醜
歳
小
野
田

51

ﾎ
鶴
野
内

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈企画調整課情報推進係⑲3901まで〉



　　　　　　　聯8こつ⑭

◎鴨㌔鵡。、

　ゆ愚雪辱幼稚園σ愚

・
㍉

　
夢

蕪 颪．逸一尋

▲「ステゴサウルスとたまご」

　　寺門区吉牟田
　　　　　　けん
　　黒木嘆くん（幟）

　　父　文利さん

　　母　由紀さんレ。，，な食。物は何。すか？

葭　　バナナ、さくらんぼ

ζ』○好きな遊びは何で

　　　すか？

　　　砂あそび

　　○大きくなったら何に

　　　なりたいですか？

　　　ウルトラマン

戸
．

寺迫区山ノロ
　　　　かい　　と

黒木海斗くん（6歳）

父　浩二さん
母　美保さん

○好きな食べ物は何ですか？

　ぶどう、りんご

○好きな遊びは何ですか？

　すべり台

○大きくなったら何に

　なりたいですか？

　ボケモン

蚤

　　　．．．一二
▲「ステゴサウルスとかたつむり」

賞賞賞翼翼囲賞賞賞

翻◎誘電
賞翼翼賞賞賞賞賞賞
　日高三刀夢くん
貯金事業部長賞に

　日本郵政公社主催、第29

回「私のアイデア貯金箱」コ

ンクールで坪谷小学校1年の

日高三刀夢くんが、見事貯金

事業部長嘆に輝きました。こ

れは、貯金箱の作成を通じ、

貯蓄に対する関心を高め児童

の造形的な創造：力を伸ばすこ

とで実施され、県北6135点

応募数の中の8点に選ばれま
した。

　11月11日坪谷小学校校長

室で、坪谷郵便局長から伝達

されました。おめでとうござ

いました。

表
紙
牧
水
・
の
う
た
の
解
説

都
甲
欣
一

姉
は
み
な
母
に
似
た
り
き

　
わ
れ
ひ
と
り
父
に
似
た
る
も

　
　
な
に
か
い
た
ま
し
（
み
な
か
み
）

　
　
「
故
郷
」
と
題
し
て
詠
ま
れ
た
歌
の
一
首
で
第
六
歌
集
「
み

な
か
み
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　
牧
水
は
「
お
も
い
で
の
記
」
に
「
父
の
事
」
に
つ
い
て
次
の

よ
う
に
書
い
て
い
る
。
　
二
点
の
邪
気
を
持
た
ぬ
、
情
に
厚
い

人
で
あ
っ
た
が
、
惜
し
い
か
な
意
志
が
極
め
て
弱
か
っ
た
。
　
（
中

略
）
平
常
は
極
め
て
寡
言
、
謹
厳
な
人
で
あ
っ
た
が
、
　
一
度
酒

に
酔
ふ
と
思
ひ
の
ほ
か
の
乱
暴
を
働
い
た
。
母
な
ど
は
幾
度
も

彼
か
ら
白
刃
を
突
き
つ
け
ら
れ
た
も
の
だ
さ
う
で
あ
る
。
そ
し

て
医
を
業
と
し
て
み
な
が
ら
、
多
く
は
自
宅
に
落
ち
着
か
ず
、

何
か
彼
か
、
事
業
と
い
ふ
様
な
こ
と
を
空
想
し
て
飛
び
歩
い
て

み
た
（
後
略
）
」

　
牧
水
が
生
ま
れ
頃
に
は
、
父
は
酒
と
人
の
よ
さ
と
、
空
想
癖

の
た
め
に
、
他
人
か
ら
だ
ま
さ
れ
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
手
を

出
し
て
失
敗
し
、
財
産
を
ほ
と
ん
ど
な
く
し
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
な
父
で
あ
っ
た
た
め
、
母
は
い
ろ
ん
な
こ
と
を
し

な
が
ら
、
一
人
用
生
計
を
立
て
て
い
た
。
父
立
蔵
は
人
生
の
敗

残
者
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
牧
水
は
こ
の
父
を
こ
よ
な
く
愛

し
た
。
歌
集
「
み
な
か
み
」
の
中
に
は
父
を
思
う
歌
が
多
く
詠

ま
れ
て
い
る
。

　
父
に
似
た
牧
水
は
、
敗
残
の
父
を
愛
し
、
敗
残
の
父
は
、
苦

境
の
中
に
あ
っ
た
牧
水
を
か
ば
っ

た
の
で
あ
る
。

（
志
垣
澄
幸
著

　
　
　
牧
水
百
選
参
照
）

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈企画調整課情報推進係⑲3901まで〉
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